
①

耽0年前は断った」
トヨタ社長明かす

夕月′γダ

日行主′じル旨

ト
ヨ
タ
・ソ
フ
ト
が
膨
レ
滞
協
怪
隔
ド
一

「ビ
ジ
ョ
ン
共
有
で
き
た
」

ト
ヨ
タ
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
の
提
携
記
者

会
見
で
、
両
社
は
今
回
を
第
１
弾
と
し
て
、
今
後
提

携
関
係
を
拡
大
す
る
考
え
を
示
し
た
。
ト
ヨ
タ
自
動

車
の
豊
田
章
男
社
長
と
友
山
茂
樹
副
社
長
、
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
の
孫
正
義
会
長
兼
社
長
、
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
の
宮
川
潤

一
副
社
長
の
発
言
と

一
間

一
答
は

次
の
通
り
。

中
古
車
ネ
ツ
ト
販
売

ト
ヨ
タ
自
動
車
と
ソ
フ
ト
バ
　
導
入
し
な
い
か
」
と
の
提
案
が

ン
ク
グ

ル
ー
プ

の
提
携
会

見

あ

っ
た
。
し
か
し
豊
田
氏
は
当

で
、
ト
ヨ
タ
の
豊
田
章
男
社
長

時
、
課
長
と
し
て
ト
ヨ
タ
社
内

が
、
約
２０
年
前
、
孫
正
義
会
長

の
抵
抗
を
は
ね
の
け
て
自
前
の

兼
社
長
か
ら
あ

っ
た
売
り
込
み

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
中
古
車
販
売

の
提
案
を
断

っ
て
い
た
エ
ピ
ソ

サ
イ
ト
を
実
現
し
た
ば
か
り
。

―
ド
を
紹
介
し
た
。
今
回
の
提

直
接
孫
氏
の
も
と
に
出
向
い
て

携
は
ト
ヨ
タ
側
が
持
ち
か
け
て

断

っ
た
と
い
う
。

お
り
、
産
業
間
の
力
関
係
の
変

　

豊
田
氏
は

「当
時
は
い
ろ
い

化
を
反
映
し
た
格
好
だ
。
　
　
　
ろ
失
礼
も
あ

っ
た
と
思
う
が
、

豊
田
氏
に
よ
る
と
、
孫
氏
か

　

『若
気
の
至
り
』
と
い
う
こ
と

ら
、
米
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

で
孫
さ
ん
は
大
目
に
み
て
く
だ

に
よ
る
中
古
車
販
売
シ
ス
テ
ム

さ
り
、
感
謝
し
て
い
る
」
と
話

を

「ト
ヨ
タ
の
国
内
販
売
店
で

し
、
笑
わ
せ
た
。

【森
有
正
】

豊
田
氏

「移
動
サ
ー
ビ

ス
の
会

社

を

目
指

す
上

で
、
両
社
の
協
力
は
必
要

不
可
欠
だ
。

（
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
は
）
未
来
の
種
を
見

抜
く
先
見
性
が
あ
る
」

孫
氏

「今
回
を
第
１
弾

と
し
て
、

（ト
ヨ
タ
と
）

孫
氏
が
提
案

第
２
弾
、
第
３
弾
と
深
く
、

広
い
提
携
が
進
む
こ
と
を

心
か
ら
願

っ
て
い
る
」

―
―
提
携
に
よ
る
優
位

性
や
現
状
の
危
機
感
は
。

友
山
氏

「ソ
フ
ト
バ
ン

ク
の
Ｉ
Ｔ
業
界
に
お
け
る

資
産
と
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ

の
も
の
づ
く
り
の
力
を
融

合
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良

一
緯
。

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

．　

友
山
氏

「ト
ョ
タ
か
ら

る
」

声
を
掛
け
、
半
年
ほ
ど
前

宮
川
氏

「欧
米
や
中
国

か
ら
両
社
の
若
手
に
よ
る

の

ハ
イ
テ
ク
産
業
の
勢
い

一
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
検

に
対
し
危
機
感
が
あ
る
。

一
討
し
た
結
果
、
目
指
す
ビ

日
本
連
合
を
組
ん
で
議
論

．
ジ

ョ
ン
や
具
体
的
な
事
業

し
た
い
」
　

　

　

　

　

　

内
容
に
つ
い
て
共
有
で
き

―
―
合
意
に
至

っ
た
経

一
た
。
い
ず
れ
仲
間
を
増
や

ホンダ、EV時代に照準

自
動
車

レ
ー

ス
の
最
高

峰
、
フ
ォ
ー
ミ

ュ
フ
・
ワ
ン

（
Ｆ
ｌ
）
で
ホ
ン
グ
が
実
力

を
発
揮
し
始
め
た
。
エ
ン
ジ

ン
と
モ
ー
タ
ー
を
組
み
合
わ

せ
た

「
パ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
」
　

／
ヽ

ヵ
帥
弟
か
却

猛
．
Ｌ

取
す
れ
堵
ル

　

藤
暦

０
３
０
年
に
四
輪
車
の
３
分

の
２
を

ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
や

電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）
な
ど

の
電
動
車
に
す
る
計
画
を
持

つ
ホ
ン
グ
に
と

っ
て
、
Ｆ
ｌ

は
壮
大
な
実
験
場
だ
。

現
在
の
Ｆ
ｌ
マ
シ
ン
は
環

境
技
術
の
集
大
成
と
い
え
る

ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
だ
。
搭
載

す
る
排
気
星
１
６
０
０

ｃｃ
と

い
う
小
型
車
並
み
の
エ
ン
ジ

ン
で
、
時
速
３
０
０

ロ
キ
肝
を

超
え
る
パ
ワ
ー
を
た
た
き
出

す
。
し
か
も
、
わ
ず
か
な
燃

料
で
２
時
間
近
く
走
る
。

そ
れ
に
は
エ
ン
ジ
ン
の
燃

焼
効
率
を
高
め
る
だ
け
で
な

く
、
ブ
レ
ー
キ
や
排
ガ
ス
で

得
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

東
海
東
京
調
査
セ
ン
タ
ー
の

用
し
て
発
電
し
、
加
速
に
使

杉
浦
誠
司
ア
ナ
リ
ス
ト
は
語

う
モ
ー
タ
ー
が
必
要
だ
。
工

る
。
ま
ず
従
業
員
の
士
気
が

ン
ジ
ン
と
モ
ー
タ
ー
、
過
給

上
が
る
。
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

器
で
あ
る
タ
ー
ボ
の
複
雑
な

ツ
が
盛
ん
な
欧
米
を
中
心
に

制
御
が
今
の
Ｆ
ｌ
の
中
核
技

ブ
ラ

ン
ド
価
値

が
向
■
す

術
に
な

っ
て
い
る
。
　
　
　
　
る
。
そ
し
て
Ｆ
ｌ
で
得
ら
れ

Ｆ
ｌ
に
か
か
る
費
用
は
毎

る
技
術
の
市
販
車

へ
の
フ
ィ

年
１
０
０
億
円
超
と
み
ら
れ

―
ド
バ
ッ
ク
だ
。

る
。　
一
方
で
足
元
の
業
績
は

　

Ｆ
ｌ
に
よ
リ
エ
ン
ジ
ン
と

好
調
と
は
言
い
難
く
１９
年
３

モ
ー
タ
ー
の
制
御
技
術
が
磨

月
期
の
連
結
営
業
利
益

（国

か
れ
、
高
速
走
行
性
能
や
操

際
会
計
基
準
）
は
７
１
０
０

舵

（そ
う
だ
）
性
な
ど
の
先

億
円
と
前
期
比
１５
％
減
の
見

端
技
術
も
得
ら
れ
る
。

「
ホ

通
し
。
自
動
運
転
や
電
動
化

ン
グ
な
ら
で
は
の
、
乗

っ
て

な
ど
投
資
条
件
も
目
白
押
し

楽
し
い
電
動
車
開
発
に
役
立

で
懐
事
情
は
楽
で
は
な
い
。
　

つ
は
ず
だ
」

（杉
浦
氏
）

株
価
も
さ
え
な
い
。
米
中

　

ホ
ン
グ
の
竹
内
弘
平
最
高

貿
易
摩
擦
な
ど
の
不
透
明
感

財
務
責
任
者

（
Ｃ
Ｆ
Ｏ
）
は

も
あ
リ
ホ
ン
グ
株
は
１０
月
１５
　
「
電
動
化
に
よ
る

コ
ス
ト
ア

日
に
年
初
来
安
値
と
な
る
３
　
ッ
プ
を
技
術
や
販
売
面
で
ど

０
１
０
円
を
付
け
た
。
今
年

う
乗
り
越
え
る
か
が
悩
み
」

に
入

っ
て
か
ら
の
ド
落
率
は

と
い
う
。
そ
の
解
決
策
は
値

２
割
に
迫
る
。
　
　
　
　
　
　
段
が
高
く
て
も
買

っ
て
も
ら

そ
れ
で
も

「
Ｆ
ｌ
参
戦
の

え
る
ホ
ン
グ
ら
し
い
車
の
開

メ
リ

ッ
ト
は
３
つ
あ
る
」
と

発
に
あ
る
。

（
岡
田
達
也
）

Fl挑戦で先端技術

す
。
オ
ー
ル
ジ

ャ
パ
ン
で

や
り
た
い
」

―
―
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

の
イ
メ
ー
ジ
は
。

目
川
氏

「自
動
運
転
が

注
目
さ
れ
が
ち
だ
が
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
で
、
ど
ん

な
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
る
の

一
か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
」

友
山
氏

「
カ
ー
シ

エ
ア

リ
ン
グ
や
、
ラ
イ
ド
シ

ェ

ア

（相
乗
り
）
を
手
掛
け

る
企
業
に
仕
組
み
な
ど
を

提
供
す
る
。
地
域
や
市
場

の
ニ
ー
ズ
に
よ

っ
て
、
わ

れ
わ
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
が
変
わ

っ
て
く
る
」
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⑥

システム障害の原因は…

(東証の報告書)

「 可可Fj3 9 B午 前 71寺 31万 にメリテレリと|

接
続
装

置

の
負
荷

が
高
ま

り
、
回
線
の
１
つ
が
機
能
停

止
し
た
。

報
告
書
に
は
盛
り
込
ま
れ

な
い
見
通
し
だ
が
、
Ｉ
Ｐ
ア

ド
レ
ス
を
誤

っ
て
設
定
し
た

の
は
メ
リ
ル
の
顧
客
で
プ

ロ

グ
ラ
ム
取
引
を
駆
使
す
る
高

速
取
引
業
者

（
Ｈ
Ｆ
Ｔ
）
と

み
ら
れ
る
。
数
十
芳
に
及
ぶ

報
告
書
に
は
証
券
会
社
だ
け

昌
1魯魯身暑暑魯曾号醤替晶皆];子子|

1膚岳鯰 辞1沖諸義|

を使デまう遠痢         |つ
い
て
も
言
及
し
た
。
東
証

一
の
報
酬
を
減
額
す
る
方
針
。

中
申
知
力
『
中
巾
車
の
中
却

一中
却
串
『
紳
中
一
昨
〕
い
帥

同
じ
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
が
原
因

東
証
、シ
ス
テ
ム
障
害
で
報
告
書

９
日
の
株
式
取
引
の
シ
ス

一

狩
蜂
押
昨
能
療
Ｗ
ば
錬
藤
陶

一

に
提
出

す
る
報
告
書

の
慨

一

中
い
帥
中
的
”
弗

停 っ っ
ぃ
ゃ
伸

一

こ
と
に
つ
い
て
、
メ
リ
ル
リ

一

ン
チ
ロ
本
証
券
の
サ
ー
バ
ー

〓

内
に
本
来
１
つ
で
あ
る
べ
き

一

Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
が
複
数
設
定

一

さ
れ
、
東
証
の
シ
ス
テ
ム
が

〓

メ
リ
ル
の
デ
ー
タ
を
に
常
に

受
信
で
き
な
く
な

っ
た
こ
と

が
原
因
だ

っ
た
と
明
記
し

一た
ぱ

生
口主
由
に
よ
れ
ば
、
障
生
［

が
起
き
た
の
は
９
日
午
前
７

時
３‐
分
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

の
住
所
を
指
す
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ

ス
の
単
純
な
設
定
ミ
ス
を
き

っ
か
け
に
、

メ
リ
ル
か
ら
東

証
に
送
ら
れ
る
デ
ー
タ
が
通

常
の
１
０
０
０
倍
超
に
膨
ら

ん
だ
。
こ
の
影
響
で
東
証
の



自
民
党
は
、
国
全
体
の
時
間
を
夏
季
だ
け
早
め
る

サ
マ
ー
タ
イ
ム

（
夏
時
間
）
に
つ
い
て
、
２
０
２
０

年
の
東
京
五
輪

・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
合
わ
せ
た
導

入
を
断
念
し
た
。
日
常
生
活

へ
の
影
響
が
大
き
く
、

世
論
の
理
解
が
深
ま
ら
な
か

っ
た
。
五
輪
後
を
見
す

え
て
仕
組
み
の
研
究
は
続
け
る
が
、
機
運
が
し
ぼ
む

の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
　

　

　

　

　

【野
間
口
陽
】

00

サマータイム導入を巡る議論

鉄道タイヤや肝機
器の設定変更など
にコストがかかる

長時間労働や睡眠
不足の懸念

欧州連合 (E∪ )は廃
止を検討中

貯キ鷹転1鰊言ダ
学相 t詰める必要がある____J

額

確
却
　
　
却
帥

自
民
党
推
進
派
の

２７
日
の
ひ
と
こ
と

世論の理解深まらず
自民「研究会」初会合、わずか20人

２７
日
に
開
か
れ
た
自
民

党
の
研
究
会
の
初
会
合
。

推
進
派
の
遠
藤
利
明
元
五

輪
担
当
相
は
冒
頭
の
あ
い

さ
つ
で

「半
年
や
１
年
で

（論
点
を
）
整
理
で
き
る

わ
け
で
は
な
い
」
と
早
く

も
白
旗
を
上
げ
た
。

こ
の
夏
、
サ
マ
ー
タ
イ

ム
の
議
論
が
盛
り
上
が

っ

た
の
は
、
猛
暑
に
加
え
、

五
輪
組
織
委
員
会
会
長
の

森
喜
朗
元
首
相
が
８
月
、

首
相
に
直
接
要
請
し
た
の

が
き

っ
か
け
だ

っ
た
。
首

相
か
ら

「党
で
先
行
し
て

議
論
し
て
ほ
し
い
」
と
指

示
さ
れ
た
遠
藤
氏
は
、
森

氏
と
近
い
党
内
の
文
教
族

議
員
を
中
心
に
働
き
か
け

を
開
始
し
た
。

し
か
し
、
サ
マ
ー
タ
イ

ム
は
も
と
も
と
世
論
の
賛

否
が
分
か
れ
、
浮
上
し
て

は
流
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

し
か
も
、
欧
州
連
合

（
Ｅ

！一！一　

　

　

１一一，一一ャ，一″！一！一！．！！！！！！
！
！
．

Ｕ
）
は
今
年
、
廃
止
の
検

討
を
始
め
、
自
民
党
と
し

て
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
か

っ
た
。
総
裁
直
属
の
組
織

や
、
岸
田
文
雄
政
調
会
長

の
も
と
で
の
特
命
委
員
会

の
設
置
は
実
現
せ
ず
、
研

究
会
に
落
ち
着
い
た
。
党

内
の
熱
意
は
高
く
な
い
。

こ
の
日
、
研
究
会
に
参

加
し
た
議
員
は
約
２０
人
。

中
曽

根

弘

文

元
文

相

は

「省

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
だ

け
で
な
く
、
明
る
い
時
間

が
増
え
る
こ
と
で
交
通
事

故
や
ひ

っ
た
く
り
、
痴
漢

な
ど
の
犯
罪
も
減
る
」
と

説
得
を
試
み
た
が
、
質
疑

で
は
４
人
の
う
ち
３
人
が

「五
輪
の
た
め
と
い
う
の

は
筋
が
悪
す
ぎ
る
。
来
年

は
改
元
の
シ
ス
テ
ム
改
修

が
必
要
で
、
導
入
す
れ
ば

エ
ン
ジ

エ
ア
が
パ
ン
ク
す

る
」

（白
須
賀
貴
樹
衆
院

議
員
）
と
反
対
意
見
を
述

べ
た
。

サ
マ
ー
タ
イ
ム
導
入
に

は
、
鉄
道
や
航
空
機
の
運

行
を
見
直
し
た
り
、
Ｉ
Ｔ

機
器
の
設
定
を
変
え
た
り

す
る
必
要
が
あ
る
。
長
時

間
労
働
や
睡
眠
不
足
を
懸

研
究
会
の
初
会
合
で
あ
い
さ

一

つ
す
る
遠
藤
利
明
・
元
五
輪

¨

担
当
相

（左
）
。
中
央
は
会

，

長
の
河
村
建
夫
衆
院
議
員
、　
一

右
は
中
曽
根
弘
文
参
院
議
員

一

＝
自
民
党
本
部
で
２７
日
午
後

一

１
時
３２
分
、
川
田
雅
浩
撮
影

一
念
す
る
声
も
根
強
い
。

公
明
党
の
山
口
那
津
男

代
表
は
２７
日
の
記
者
会
見

で

「公
明
党
に
は
か
な
り

批
判
的
な
意
見
が
強
い
」

と
明
言
。

「国
民
生
活
に

積
極
的
な
プ
ラ
ス
の
効
果

を
生
む
こ
と
が
明
確
に
な

ら
な
い
と
、
国
民
も
戸
惑

う
の
で
は
な
い
か
」
と
指

摘
し
た
。
首
相
官
邸
で
は

菅
義
偉
宮
房
長
宮
も

一
員

し
て
慎
重
だ
。

研
究
会
の
会
長
に
就
任

し
た
河
村
建
夫
元
文
部
科

学
相
は
今
年
度
中
に
中
間

報
告
を
ま
と
め
る
意
向
を

示
し
た
。
五
輪
に
は
到
底

間
に
合
わ
ず
、
遠
藤
氏
は

会
合
後
、

「導
入
し
た
い

が
物
理
的
に
難
し
い
」
と

類
い
っ
ルに
。

推
進
派
か
ら
は

「五
輪

が
な
け
れ
ば
こ
ん
な
に
話

題
に
な
ら
な
か

っ
た
。
議

論
し
て
い
け
ば
、
十
分
に

五
輪
の
レ
ガ
シ
ー
（遺
産
）

に
な
る
」
と
い
う
声
が
漏

れ
た
。

日早朝の気温が上が
らない時間に五輪
競技を開始できる

日企業の就業時間を

早めて二酸化炭素
排出を抑制
口防犯効果

‐
!と予幻ワノろざ
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④(の

半
導
体
装
置
、中
″、

消
耗
品
も
手
掛
け
る
。
消
耗

↓実
勢
レ
ー
ト
が
円
安
に
振
れ

半
導
体
製
造
装
置
を
手
掛
け
る
デ
ィ
ス
コ
の
２
０
１
８
年
４
～
１２
月
期
の
連
結
営
業
　
一
品
は
大
量
生
産
が
可
能
で
、

一
た

こ
と
は
追

い
風

に
な

っ

利
益
は
前
年
同
期
比
１４
％
成
の
３
４
５
億
円
程
度
に
な
り
そ
う
だ
。
中
国
や
台
湾
の
半
　
一低

コ
ス
ト
で
の
生
産
が
で
き

一
た
。

導
体

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
ス
マ
ホ
）
メ
ー
カ
ー
が
投
資
を
抑
制
し
て
お
り
、
半
導
体
　
一る
。
半
導
体
工
場
の
稼
働
率

一　

１０
～
１２
月
期
の
営
業
利
益

や
電
子
部
品
向
け
の
装
置
の
販
売
が
振
る
わ
な
い
。
半
導
体
工
場
の
稼
働
率
は
高
止
ま
　
一は
引
き
続
き
高
水
準
で
、
消

一額
は
、
７
～
９
月
期
比
で
は

り
し
て
お
り
、
消
耗
品
の
販
売
は
好
調
だ
が
、
補
え
な
い
。

説岬
好
官
ｗ
師
埜
冗
汁
揖
片
調
岬　
　
　
一嘩姉吻湖籟

０晦的嚇離朗彰柳初頭遵一卿嘉科弾節約拠義蜘卵章一好ぃ勘【剛中備
投
資
に
減
速
懸
念

装
置
メ
ー
カ
ー
、株
価
軟
調

師彬媛斡旺一粒孝時凶肘膨浄ゥ一療）一都Ⅵ調な展開が続いてい

へ
の
販
売
が
予
想
を
上
回

っ

た
。
た
だ
、

‐８
年
に
入
り
、

ノ
ウ

ハ
ウ
の
蓄
積
で
歩
留
ま

り
が
向
上
し
始
め
、
供
給
超

過
か
ら
価
格
の
ド
落
が
続
い

て
い
る
。

半
導
体
の
価
格
下
落
で
、

半
導
体
メ
ー
カ
ー
は
積
極
的

だ

っ
た
設
備
投
資
に
及
び
腰

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

メ
モ
リ

ー
の
最
大
手
で
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
で

約
４
割
な
ど
高
い
シ
ェ
ア
を

持

つ
韓
回
サ
ム
ス
ン
電
子
は

半
導
体
向
け
の
設
備
投
資
を

ひ
と
ま
ず
減
少
さ
せ
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。
台
湾
積

体
電
路
製
造

（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）

は
７
月
の
決
算
発
表
時
に
期

初
時
点
の
設
備
投
資
計
画
を

下
方
修
正
し
た
。

設
備
投
資
の
減
少
懸
念
で

半
導
体
装
置
株
の
下
落
基
調

が
続
く
。
最
大
手
の
東
京
エ

レ
ク
ト

ロ
ン
の
株
価
は
１６
日

終
値
時
点
で
昨
年
末
か
ら
２９

％
ド
落
。
デ
ィ
ス
コ
の
株
価

も
２８
％
下
落
し
て
い
る
。
シ

ェ
ア
拡
大
を
狙

っ
た
ド
位
メ

ー
カ
ー
の
増
産
や
中
国
メ
ー

カ
ー
の
歩
留
ま
り
向
上
で
今

後
も
生
産
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
も
市
況
の
先
行
き
を

読
み
に
く
く
し
て
い
る
。

三
井
住
友
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
浅
井
真
二
氏
は

「
半
導
体
の
事
業
環
境
は
３

カ
月
前
よ
り
も
悪
化
し
て
い

る
。
中
田
需
要
の
動
向
や
半

導
体
の
供
給
状
況
に
も
よ
る

が
、
少
な
く
と
も
１９
年
の

一．
Ｌ

半
期
ま
で
は
調
整
局
面
が
続

き
そ
う
」
と
話
す
。

珂絵 /ど/ク



⑤の

消費増税に伴い、消費者の負担を抑える

民
間
事
業
者
、反
発
も

カード会社

ぶFⅢ  Ⅲデ■

売上高に応
じた手数料
(4～5%
程度 )

妙り菊仰
クレジットカー ドで
支払い

告轟併1転 |

中小小売店消費者

↓』毎玉/デ//7

両
省
は
上
限
を
Ｑ

ン
ッ
ト
カ
ー
ド
と
同

設
定
す
る
構
え
。
カ

に
業
種
や
事
業
規
模

ト
カ
ー
ド
会
社
が

′‐、

ｃ
異
な
る
。

ら
受
け
取
る
手
数
対

弘
成
経
産
相
は
１９
日

や
規
模
に
よ

っ
て
電

後

の
記
者
会

見
で

中
小
だ
と
決
済
額
（

ｃ
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー

％
に
な
る
こ
と
が
２

〈
が
進
ま
な
か

っ
た

存
の
契
約
と
比
ベ
ス

手
数
料
負
担
が
重
い

下
げ
を
求
め
ら
れ
ス

の
っ
た
。
中
小
の
商

カ
ー
ド
会
社
か
ら
片

刈
応
で
き
る
環
境
を

出
て
い
る
よ
う
だ
。
　
　
　
　
整
ぇ
て
ぃ
く
。
そ
の
時
は
関

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
支
払

一
係
事
業
者
に
も
協
力
を
お
願

い
中
す
車
一

‐
・
‐ ク ‐

中
茅
中
一
カ

一
掛

”
れ
”
中
中
弗
時
中
【
牛

的
一
卿
帥
時
権
功
い
一
期
抑

一
カ
け
中
〕

実 ど ュ
け
咋
中
的
韓
中

よ
る
と
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス

決
済
（ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
）

を
導
入
し
な
い
理
由
は

「
手

数
料
が
高
い
」
と
の
回
答
が

４２
％
で
最
も
多
か

っ
た
。
海

外
で
は
韓
田
は
９
割
、
米
欧

は
４
～
５
割
が
キ
ャ
ッ
シ

ュ

レ
ス
決
済
に
な

っ
て
い
る
。

中
小
の
小
売
店
は
大
手
と

比
べ
て
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決

済
の
導
入
が
遅
れ
て
い
る
。

政
府
の
支
援
策
は
普
及
の
き

っ
か
け
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
た
だ
、
カ
ー
ド
会
社
か

ら
見
る
と
シ
ス
テ
ム
維
持
な

一

ど
に
必
要
な
手
数
料
が
減

一

る
。

増
税
に
向
け
た
環
境
整

一

備
で
は
あ
る
が
、
政
府
主
導

の
議
論
に
は
異
論
も
残
り
そ

う
だ
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
促
す

２
０
１
９
年
１０
月
の
消
費
増
税
に
あ
た
り
、
財
務
省
と
経
済
産
業
省

は
消
費
者

へ
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
に
参
加
す
る
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
（
３

面
き

ょ
う
の
こ
と
ば
Ｘ
本
社
に
対
し
、
加
盟
店
か
ら
受
け
取
る
手
数
料
率

に
上
限
を
定
め
る
よ
う
求
め
る
方
針
だ
。
価
格
の
３
％
台
を
軸
に
調
整

す
る
。
増
税
分
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
は
中
小
小
売
店
な
ど
の
支
援
が
目
的

で
、
カ
ー
ド
決
済
の
導
入
を
後
押
し
し
て
施
策
の
効
果
を
高
め
る
。
民

間
の
契
約

へ
の
政
府
の
関
与
に
反
発
が
出
る
可
能
性
は
あ
る
。

（関
連
記
事
５
面
に
）

政
府
は
消
室
税
の
引
き

・
Ｌ

げ
に
伴
う
消
費
の
落
ち
込
み

を
避
け
る
た
め
、
中
小
の
小

売
店
で
現
金
を
使
わ
な
い
キ

ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
を
す
る

・

と
２
％
分
を
ポ
イ
ン
ト
と
し

一

て
還
元
す
る
施
策
を
検
討
し

一

て
い
る
。
大
企
業
は
対
象
と

し
て
い
な
い
。
還
元
の
期
間

は

１
年
程
度

に
す
る
方
向

だ
。
会
社
の
負
担
分
を
田
が

補
助
す
る
。
デ
ビ

ッ
ト
カ
ー

ド
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
な
ど
に
よ

る
決
済
も
対
象
と
す
る
。

今
は
現
金
決
済
し
か
で
き

な
い
小
さ
な
店
舗
で
キ
ャ
ッ

シ

ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
を
後

押
し
す
る
狙
い
も
あ
る
。
た

だ
、
小
売
店
は
ク
レ
ジ

ッ
ト

カ
ー
ド
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
に
は
、
カ
ー
ド
会
社

に
手
数
料
を
払
う
必
要
が
あ

る
。
小
売
店
が
手
数
料
の
負

担
を
嫌
え
ば
、
ポ
イ
ン
ト
還

元
に
参
加
が
進
ま
な
い
恐
れ

が
あ
る
。

こ
の
た
め
経
産
有
や
財
務

省
は
カ
ー
ド
会
社
に
対
し
、

ポ
イ
ン
ト
還
元
に
参
加
す
る

に
は
手
数
料
を

一
定
の
水
準

に
抑
え
る
こ
と
を
条
件
と
す

る
。
制
度
が
終
わ

っ
て
も
手

数
料
を
変

え
な

い
こ
と
と

し
、
カ
ー
ド
会
社
ら
と
の
調

整
に
入

っ
た
。

ポイント分を補助
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情
報
流
出
対
策
求
め
る

米
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
に
よ
る

「
い
い
ね
」
ボ

タ
ン
を
使

っ
た
デ
ー
タ
収
集
や
、

ハ
ッ
キ
ン
グ

被
常
に
よ
る
個
人
情
報
流
出
問
題
で
、
口
本
政

府
の
個
人
情
報
保
護
委
員
会
は
２２
日
、
同
社
に

利
用
者

へ
の
説
明
や
再
発
防
止
な
ど
を
求
め
る

行
政
指
導
を
し
た
と
発
表
し
た
。
米
Ｉ
Ｔ

（情

報
技
術
）
大
手
の
デ
ー
タ
管
理
を
巡

っ
て
は
欧

州
当
局
が
規
制
を
強
め
て
き
た
が
、
日
本
政
府

の
厳
し
い
姿
勢
も
日
立
ち
始
め
て
い
る
。

個人情報保護委員会の
フェィスブックヘの指導は3点

同
委
員
会
は
個
人
情
報
保

護
法
を
所
管
し
、
２
０
１
６

年
１
月
に
設
置
さ
れ
た
。
公

正
取
引
委
員
会
な
ど
と
同
じ

く
、
独
立
し
て
権
限
を
使
え

る

「
二
条
委
員
会
」
だ
。

に
略
帥
す
移

導 ェ
Ｍ
▼
ゅ
っ
）

一

反
と
ま
で
言

え
な

い
条
件

で
、
法
律
の
趣
旨
を
守
ら
せ

る
た
め
に
取
る
措
置
。
同
委

員
会
は
立
ち
入
り
調
査
や
勧

②英研究者が開発
したアプリを通
じ、最大8700万
人の個人情報が
流出

③約2900万人の個
人情報が不正ア
クセスの被書に

…

緋硝母観
明

鱗沓轡骨層努1)

筋届軍築堰碁

ン
外
夕

て
報

夕
た
ボ
く
情

躙
ねヽ‐ボ勤イトで、陣的賄

しヽ
設
サ
を
利
送

岡
が
部
ン
も
が

①

フ ェイスブ ックジ ャバ ンが開いた

プライバ シー保護の取 り組みに関

する説明会 (17日 、東京都港 |て )

備
媒
製
塚
醍
珊
麟
毎
ば
体
然

一
”

「
の

峠
叫
棟
晰
韓
れ
々
ゲ
難

の
は
勧
告
ま
で
。
命
令
違
反

一
用
を
問
題
視
し
た
。
ボ
タ
ン

に
対
す
る
罰
金
な
ど
は
適
用

十
が
組
み
込
ま
れ
た
ベ
ー
ジ
を

で
差

工 な
和
オ

ブ

ツ
ク
に
は
３

一姉
卸
雀
碇
ｒ
球
彰
”
確
軸
薩

歴
な
ど
の
デ
ー
タ
が
フ
ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク
側
に
自
動
送
信
さ

れ
る
。
個
人
情
報
保
護
委
は
、

こ
れ
ま
で
に
と

っ
た
規
約
の

変
更
な
ど
だ
け
で
は
、
自
動

送
信
の
仕
組
み
を
利
用
者
が

十
分
に
認
識
し
て
い
る
と
は

言
い
が
た
い
と
指
摘
し
た
。

同
委
員
会
は
今
年
３
月
に

も
、
ボ
タ
ン
を
設
に
し
た
サ

イ
ト
運
営
会
社
や
ネ

ッ
ト
利

用
者
に
洋
意
喚
起
し
て
い
た

が
、
今
回
は
デ
ー
タ
が
行
き

皆
く
先
で
あ
る
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
に
も
説
明
貰
任
が
あ
る

こ
と
を
明
確
に
し
た
。
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
な
ど
も
同
じ
仕
組
み
を

持
つ
が
、
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク

だ
け
指
導
し
た
理
由
は

「
実

名
登
録
が
原
則
で
、
個
人
情

報
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
高

い
た
め
」
と
説
明
し
た
。

２
つ
目
は
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ

大
学
の
研
究
者
が
、
フ
ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク
を
使

っ
た
ア
プ
リ

を
通
じ
て
人
手
し
た
最
大
８

７
０
０
万
人
分
の
デ
ー
タ
を

分
析
会
社
に
横
流
し
し
た
問

題
へ
の
対
応
だ
。
同
委
員
会

は
、
第
二
音
が
作

っ
た
ア
プ

リ
に
つ
い
て
も
監
視
を
徹
底

す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
た
。

９
月
に
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク

が
発
表
し
た

ハ
ッ
キ
ン
グ
被

告

へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
指

導
。
約
２
９
０
０
万
人
分
の

個
人
情
報
が
不
正
ア
ク
セ
ス

を
受
け
た
。
被
告
を
受
け
た

本
人

に
通
知
を
し
た
う
え

で
、
原
因
究
明
と
再
発
防
に

策
を
同
委
員
会
に
報
告
す
る

よ
う
指
示
し
た
。

フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
ロ
本
法

人
は
２２
回
、

「
指
導
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き

（プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
に
）
注
力
す
る
」

と
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た

が
、
具
体
策
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
明
ら
か
に
し
た
対
策

の
繰
り
返
し
に
と
ど
め
た
。
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